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教室の中のレイチェル・カーソン―環境文学教育の可能性を求めて―   第16号（2015年） 

久保　忠行，岩佐　光広
制度批判で見えなくなること―日本の難民の第三国定住制度をめぐって―  第12号（2011年）

公文　素子
「緊急地震速報」の認知度に関する考察
　―外国人に対する防災への取り組みから― 	 第19号（2018年）

古閑　恭子
言語調査における問題について―ガーナでの言語調査の経験から―  第18号（2017年）

斎藤　昌人
シュニッツラーの „Fräulein Else” における裸体 第 7号（2006年）
『自由への道』におけるコミュニケーション 第 9号（2008年）
シュニッツラーが描く二人の女性―性はどのように語られるか―  第11号（2010年）
美しい身体―1930年前後の日本における裸体運動観―  第12号（2011年）
序文 第15号（2014年）

佐野健太郎
2007年中国における金融引き締め政策について 第10号（2009年）
高知県の農業と製造業の連携は可能か 第15号（2014年）

佐野由紀子
日常会話における「程度の甚だしさを表す副詞」の使用実態について
　―性差の観点から―  第19号（2018年）
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周　　雲喬
『文心雕龍』の「雑文」篇の性格について 第 5 号（2004年）
「論」の文体の成立について 第 6 号（2005年）
試論李商隱的〝表〟 第 9 号（2008年）
山本憲と力鈞との交遊について 第18号（2017年）

関　　良子
デジタル人文学が拓くヴィクトリア朝文芸雑誌研究の可能性 第11号（2010年）

関　　良子，ダレン・リングリー，フミコ・キヨオカ，中川　芙佐
日系カナダ人二世芸術家ロイ・キヨオカの生涯と芸術 第14号（2013年）

高橋　　俊
労働と成長のユートピア―深圳における「物語」をめぐって―  第19号（2018年）

遠山　茂樹
高知における「生活の情報化」について
　―「はちきんねっと」モデルとコミュニティ・インフォマティックス―  第 7 号（2006年）
地域づくりと地域情報化の変遷と今後の展望
　―住民主体の地域づくりにむけて―  第 9 号（2008年）
大学生の友人関係とコミュニケーション・メディア選択との関連性
　に関する調査研究 第13号（2012年）
地域コミュニケーションと地方大学生のクチコミ行為 第15号（2014年）
序文 第19号（2018年）
地域コミュニケーション行動における
　パーソナル・ネットワーク構造の影響について
　―黒潮町と奈半利町との比較分析―  第20号（2019年）

中野　陽子，早野　賢謙，西内　万貴，井本　智子
中国人留学生の第二言語としての日本語における
　関係節付加曖昧構文の処理について 第 8 号（2007年）

中野　陽子，弘瀬　葉子，山崎　理男，劉　　昊，西内　万貴
日本語における関係節付加位置選択への格の影響
　―基本語順とかき混ぜ語順において―  第 7 号（2006年）

中森　健二
序文 第 5 号（2004年）
松尾国彦先生ご逝去のこと 第 5 号（2004年）
小島祐馬のこと 第 9 号（2008年）
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藤崎　好子
旧ソ連邦構成諸国の言語事情―ロシア連邦と中央アジア諸国を中心に―  第 4 号（2003年）

桝田　隆宏
英米文学鳥類考：ツバメについて 第 3 号（2002年）
回顧録 第 5 号（2004年）
ウィラ・キャザーの小説の展開：エロスからアガペーへ 第 5 号（2004年）

丸井　一郎
日独語談話の対照研究：電話談話の開始部を中心に 第 1 号（2000年）
異文化適応教育の諸前提
　（研究プロジェクト「異文化適応教育の充実」成果第２部） 第 2 号（2001年）
言語相互行為理論から見る文化比較 第 3 号（2002年）
異文化理解における生活世界の諸関連
　―中部ヨーロッパの飲食を中心に―  第 5 号（2004年）
環境・飲食・「スローシティー」
　―ドイツ語圏の事例による比較社会文化誌―  第 6 号（2005年）
序文 第 7 号（2006年）
相互行為・生活形式・生活世界―（独日）対照社会文化誌の基礎―  第 7 号（2006年）
談話におけるメタコミュニケーションの諸相
　―その包括的な理解を目指して―  第 8 号（2007年）
グローバル化 (全球化 )言説をめぐって―異文化性の側面―  第 9 号（2008年）
相互行為（コミュニケーション）と料理・飲食―メタ理論的概観―  第10号（2009年）
かえり見すれば―研究履歴など―  第15号（2014年）
『越境スタディーズ』出版記念講演会
　「越境（国際化）プロジェクト」と国際社会コミュニケーション学科の研究・
　教育の実践―丸井一郎先生の研究・教育の20年を振り返りながら―  第16号（2015年）
現代の日独語社会における公共言説
　―日本語社会における反論弁的傾向を中心に―  第17号（2016年）

丸山　敬介
「留学生10万人計画」から「外国人労働者開国」まで
　―日本語教育第一世代は何を見てきたのか―  第19号（2018年）

村端　五郎
川田文庫『英和対訳袖珍辞書』の遍歴をめぐって 第 5 号（2004年）
Apple ―その「実」と「名称」をめぐって―  第 7 号（2006年）
前田元敏と『英和對譯大辭彙』 第 9 号（2008年）

村端　五郎，村端　佳子
第二言語学習者への自律的学習支援のあり方を探る
　―語学演習室の利用状況調査を踏まえて―  第 3 号（2002年）
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山下　興作
放浪する武蔵―『宮本武蔵』から『バガボンド』『MUSASHI武蔵』へ―  第 5 号（2004年）
トムとローラの優しい関係
　― The Glass Menagerieを今日の日本の文脈で読み解けば―  第13号（2012年）

山本　恭子
思い出すままに 第 5 号（2004年）

吉門　牧雄
ロバート・ブラウニングとイブン・エズラ 第 5 号（2004年）
『パラケルスス』の構造的研究 第16号（2015年）
翻訳 ロバート・ブラウニング「荒野の死」 第18号（2017年）
詩歌を体現するポーリーン―ブラウニング作『ポーリーン』の研究―  第19号（2018年）

Amoh, Yasuo, Darren Lingley and Aoki Hiroko
Proceedings of the British Commissioners at Philadelphia, 1778-9:
　Partly in Fergusonʼs Hand (1) 第 7号（2006年）

Burgoine, Sean
A Four Strands Approach to Content-Based Instruction in an EFL Context 第18号（2017年）

Doyle, Howard 
A Flexible Learning Approach to Intercultural Communication Program Design 第 8号（2007年）
ʻtheʼ in Weird Scenes: 
　Commentary on Use of the Definite Article in Lyrics of Popular English-Language 
 　Songs of the Late 1960s 第 9号（2008年）
Studentʼs Ways to Learn English out of Class: a re-check 第10号（2009年）
English as Pidgin or Creole: one guise of English in the world 第11号（2010年）
Gauging English as a Lingua Franca in the Singapore Context 第12号（2011年）
ʻContact Withʼ and “Use Of” English in Different Circles: a 3-case comparison 第13号（2012年）
What is ELF: Finding Discursive Focus for English-as-a-Lingua-Franca Debate 第14号（2013年）
Expanding Applied Linguistic Investigation Parameters: 
　the cases of Sign Texts in Old and in Modern English 第15号（2014年）
ʻAinʼtʼ ainʼt Standard English, or is it: dealing with ʻAinʼtʼ 第16号（2015年）
Reappraising Learning, English and Literacies 第17号（2016年）
MOOCs: Blended Learning and Language Leraning 第18号（2017年）

Hare, Joanna 
The Timeless Appeal of Narayama Bushi-ko 第14号（2013年）

Hug, Stefan 
Fremdwörter in der deutschen Grammatik 第 6号（2005年）
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Skeptische Bemerkungen zu Lernen durch Lehren (LdL) in Japan 第 8号（2007年）
Anglizismen in der populären Sprachkritik 第 9号（2008年）
Pilotstudie zum grammatischen Metawissen japanischer Studenten 第13号（2012年）

Imai, Noriko
Implementing Structure-based Production Tasks in EFL Classroom 第17号（2016年）

Imai, Noriko and Sugiura Rie
The Required Listening Proficiency Level for Japanese High School Students: 
　Considerations from an Analysis of the National Center Test 第19号（2018年）

Imai, Noriko, Sugiura Rie and Takashima Hideyuki
The Effectiveness and Feasibility of Instructing with Dictogloss-J in the EFL Context 第20号（2019年）

Leslie, David 
Producing a Student-Written Website:
　Negotiating Process, Genre, and Pedagogy in Publishing L2 English Writing 第18号（2017年）

Lingley, Darren 
The National Tokku Policy in Practice: A Study of the Introduction
　of English Education in Local Japanese Elementary Schools 第 8号（2007年）
Australian JFL Teacher Reflections on Foreign Language Activities
　in Japanese Primary Schools 第14号（2013年）
Curriculum Development Report: 
　The Introduction of the EPIC Program to the Faculty of Humanities 
　and Social Sciences Senmon English Curriculum 第18号（2017年）
Using Authentic Spoken Texts for Teaching Listening:
　Operationalizing the Diagnostic Approach 第18号（2017年）

Lingley, Darren and Ian Isemonger
Producing an L2 Campus Newspaper: 
　Pedagogic Support for Authentic Writing, 
　Active Learning and Task-Based Interaction 第19号（2018年）

Lingley, Darren, Roger Nunn and Onaka Miyoko
Self-Access and Intensive Language Improvement in the English Seminar 第 3号（2002年）

Murahata, Goro and Murahata Yoshiko
Does L2 learning influence cognition?: 
　Evidence from categorical and thematic organization of objects 第 8号（2007年）
Perceived Aspects of Native and Non-Native English Speaking Teachers 
　by Japanese Learners of English 第 1号（2000年）
V. Cookʼs Multicompetence and Its Consequences for SLA Research and L2 Pedagogy 第 9号（2008年）
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Nunn, Roger and Darren Lingley
Eikaiwa Curriculum Development: Design of Theme-based Units 第 3号（2002年）

Nunn, Françoise and Roger Nunn
Teaching Language and Content Through an International Media Case Study 第 4 号（2003年）

Nunn, Roger 
Neutrality and International Media Study in the Information Age 第 1号（2000年）

Otlowski, Marcus 
Cultural Influences on Teacher-student Interaction in the Classroom 第 4号（2003年）
Turn Signal Use by Japanese EFL Students 第 5号（2004年）
Sociolinguistic Knowledge and the Learner ʻWhy did you say that?ʼ 第 8号（2007年）
Short-term Study Abroad Programs: 
　Enhancing the Cultural and Communication Experience 第10号（2009年）

Sakimura, Koji
The Prose Style of Lytton Stracheyʼs Portraits in Miniature:
　With Special Reference to His Use of Quotation 第 1号（2000年）

Tanaka, Hiroaki
Locative Inversion and Overt Verb Raising in English 第 1号（2000年）
Aspects of the Concessive Constructions 第 2号（2001年）
On The Syntactic Structure of Verbal Gerunds 第 3号（2002年）
Two Types of Appositive Clauses in English 第 4号（2003年）
On Certain Differences between the Auxiliaries be and have:
　A Case Study of V-to-I Movement in English 第 5号（2004年）
On the So-called “N of a N” Construction in English: A Case Study of N-Raising to D 第 6号（2005年）

Toyama, Shigeki
Disaster Resilience and Egocentric Network Structure: 
　Efficacy of Egocentric Network Characteristics 
　over Individual Disaster Preparedness 第18号（2017年）

Yamauchi, Nobuyuki and Hashio Shimpei
A Proposal for Debate Instruction for Beginner-level Learners of Japanese: 
　Based on Application of “Simplified Debate” 
　in English-language Education in Japan 第19号（2018年）

Yoshikado, Makio
The Theme of the Incarnation in “A Death in the Desert” 第 3号（2002年）




